
砂原秀樹

380 INTERNET magazine 2001/2

奈良先端科学技術大学院大学
情報科学センター助教授
WIDEプロジェクト・ボードメンバー
Illust : Taniguchi Shiro

これまでの話でTCPの基本的な仕組みについて理解でき
たと思います。簡単にまとめると、データを受け取った
という確認応答を返すことで確実にデータを授受し、そ
の作業をいくつかまとめて行うことで適当な性能を実現
していたわけです。また、仮想回線を用意するとは、送
り手／受け手の歩調を合わせることを意味しているとも
説明しました。今回はTCPがどのようにして送られてい
るのかを見ていきたいと思います。

TCPはこれを見て運ばれる
ついでに載せてって！
急ぎのデータは割り込んで!!
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INTERNET magazine 2001/2 381CHECKSUM（チェックサム）：データが正しくやり取りされたかどうかをチェックする検出方式の1つ。XMODEMなど、パソコン通信エラー検出再送プロトコルに用いられて
いる。
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382 INTERNET magazine 2001/2 ウィンドウサイズ：TCPにおいて、確認応答を待つことなく送出できるセグメントの大きさ。受取側の受信バッファーの大きさや途中経路の混雑状況などによって決定される。インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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INTERNET magazine 2001/2 383バッファー：CPUの処理速度とプリンターなどの周辺機器の処理速度のギャップを埋めるための緩衝用メモリーのこと。CPUで処理されたデータはいったんバッファーに蓄え
られ、周辺機器の処理速度に合わせて順次データを送り出す。
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